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働く世代の健康チャレンジ事業

⚫ 対象者：40～64歳（働く世代）

⚫ 目的：働く世代の健康の意識変容と活動実践

⚫ 内容：

Step① 市内の事業所・企業と一緒に健康づくりに

取り組みやすい環境をつくる

Step② いつでもどこでも健康づくりに取り組むことができ

る事業を充実させる

Step③ 健康分野に限らず、健康づくりに関心がない人も

自然と健康になれる事業を展開する
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【A運送業者】
従業員に向けた食に対する周知の依頼あり

⇒（聞き取り）
・カップ麺や清涼飲料水を利用する従業員が多い
・勤務形態が不規則
・移動が多く、関西・関東に行くこともある
・各地に営業所があり、従業員が本社に出勤する回数が少ない
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従業員の健康サポート事業〈健康分析事業〉

・従業員の実態に即した啓発資料の配布（別紙）
・会社のLINEを活用した周知

取り組み内容



【B製造業者】
「従業員の運動習慣定着のきっかけづくり」の依頼あり

⇒（聞き取り）
・月に一度9時から朝礼を行っている
・従業員それぞれが特殊技術をもつ仕事のため、病気やけがなどで長期間不
在になることを防ぎたい
・五感を使って集中しているので、肩こり、腰痛、目の疲れなど感じやすい
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従業員の健康サポート事業〈健康運動指導士派遣事業〉

・「日常生活の中で健康づくりを意識する」講話と実技を実施

取り組み内容
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取り組みやすい環境をつくる

Step② いつでもどこでも健康づくりに取り組むことができ

る事業を充実させる

Step③ 健康分野に限らず、健康づくりに関心がない人も

自然と健康になれる事業を展開する

5



【健康課題の検討：どの年代にアプローチすべきか？】
生活習慣病の新規発症年齢

▶生活習慣病の新規発症年齢分布：男性
■ 新規発症：過去1年間に疾病発症がないことを確認

①【年齢ピーク】高血圧症・脂質異常症・糖尿病・心
不全の新規発症年齢ピークは70～75歳前後であった．
透析は65～70歳， 脳血管疾患・心血管疾患は75～
80歳にわたる発生時期が認められた．

②【年齢区分別】40～50歳は高血圧・脂質異常症の新
規発症が高い傾向を認めた．糖尿病は若年世代では
高血圧症・脂質異常症よりも低いものの，高齢世代
での発症率が高かった．3疾患ともに55歳を境に新
規発症が急増している．

▶生活習慣病の新規発症年齢分布：女性
■ 新規発症：過去1年間に疾病発症がないことを確認

①【年齢ピーク】高血圧症・脂質異常症・糖尿病の新
規発症年齢ピークは70～75歳前後であった．透析は
80～85歳，脳血管疾患・心血管疾患は80歳前後，
心不全は85～90歳にわたる発生時期が認められた．

②【年齢区分別】50～55歳は高血圧・脂質異常症・糖
尿病の新規発症が高い傾向を認めた．糖尿病はピー
クの高さが低いものの，高齢になって新規発症が増
加する傾向を認めた．3疾患ともに55歳を境に新規
発症が急増している．

＜男女共通する課題＞
・高血圧
・脂質異常症
・糖尿病

３疾患ともに、
５５歳を境に新規発症が
急増

出典：九州大学との共同事業

LIFEstudy研究より【R３年度データ】



企業における健康づくり実態調査
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アンケート実施

10月

実態調査準備

九州大学工学研究院
と共同研究

糸島市内の事業所、
約450社、約2,000人に紙
面のアンケートを配布

アンケート内容
事業主用A4両面１枚
従業員用A3両面１枚
（回答時間：約15分）

11月 12月

アンケート
・データ化

735人回答
（回収率:約36％）

１月

解析

九大が解析中



アンケートの簡易結果（n=735人）
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性別

年齢

１．男性

370人

50%

２．女性

359人

49%

3．回答しない

4人

1%

4.無回答

2人

0%
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アンケート 国保特定健診 県特定健診

単位：％

1 回 30 分以上の軽く汗をかく運動を週 2 日以上、
1 年以上実施

日常生活において歩行又は同等の身体活動を 1 日 1 
時間以上実施

44.0 46.1 49.5
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アンケート 国保特定健診 県特定健診

単位：％

【特定健診】
40～74歳の健診

単位：人



アンケートの簡易結果（n=735人）
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一日の平均歩数は何歩ですか

運動は誰と行いたいですか

66%, 485

30%, 219

2%, 13

18

0 200 400

一人

友人・仲間

知らない人

無回答

単位：人

・84％の人が、自分の歩数を把握している。
→スマートフォンや腕時計式デバイスが普及して
いる
・7,000歩を超えている人は、22％。
・4,000歩に満たない人は31％。

・66％の人が、運動は一人でしたい。
・30％の人が、運動は友達や仲間としたい。

アンケートより

【参考】
20～64歳の歩数
男性 7,864歩
女性 6,685歩
R1国民健康栄養調査より

31%, 228

21%, 152

10%, 70

7%, 52

15%, 112

15%, 113

1%, 8

0 100 200 300

4,000歩未満

4,000～5,999歩

6,000～６,999歩

7,000～7,999歩

8,000歩以上

わからない

無回答



【開催日時】

令和５年11月1日～11月30日

【実施方法】

「ふくおか健康ポイントアプリ」を活用して実施

【ルール】

チームでの参加

①１チーム３人以上であること（チーム全員が同じ職場であること）

※同一事業所から複数チームの参加可能

②令和５年10月１日時点で20～64歳であること

個人での参加

上記②を満たす人
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ウォーキング月間

～みんなで40,000km達成なるか!?～



ウォーキングラリー結果

• 参加者：381名

• 参加者全員の総歩数の距離：61,346㎞
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●チーム参加

（339人、68チーム）

●個人参加

（42人）

男性, 

17, 

40%

女性, 

20, 

48%

未登録, 

5, 12%

平均歩数：8,306歩／日平均歩数：8,504歩／日
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109 105

35
29

0
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20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 未登録

各内訳

単位：人 単位：人

年齢

次回参加する場合、どちらがよいか

チーム, 

60, 

77%

個人, 

18, 

23%

単位：人

【参考】40～65歳を対象とした
集合型・連続講座（休日開催）

男, 2, 

8%

女, 

22, 

92%

男

121

36%

女

197

58%

未登録

21

6%
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優勝チーム！株式会社二丈環境整備センター

優勝目指し３人のチームワーク達成した74万8842歩！

ウォーキングラリーに参加した動機は？

糸島市健康づくり課からの紹介がきっかけです。会社が
60周年を迎えた記念の年で、専務が還暦、私自身も50代
最後のチャレンジにいい機会と思い参加しました。

歩数獲得のための取り組みは？

参加者のトップレベルが1日3万歩あたりと判断して、自
分で数値目標を立てて歩きました。ただ歩くだけではつ
らいので、数キロ先の飲食店で食事することをご褒美に
していました！

その他、参加者アンケートの声

【感想】

・運動するきっかけになった。職場で毎日の話題になった。
ウォーキングの楽しさと気持ちよさを知った。職場のみんな
と競って継続できた。

・普段より歩くことを意識できた。しぶしぶ歩いていたメン
バーも他のメンバーに檄を飛ばすほど燃えた。

【生活の変化】

・平日は通勤時にひと駅歩いたり、テレワークの日も夜歩く。

・エレベーターを使わない、隙間時間でこまめに歩く。

・車を使わず、歩く。ガソリン代の節約になった。

・通勤、買い物もほとんど車でしたが、歩きで行くように
なった。意外と自分が歩けるんだと自信になった。

・犬の散歩に出る機会が増えた。

・意識して歩き、歩数を稼ぐようになった。夜に家の周辺を
歩くと普段見ない人たちが歩いていて、同志だと思いもう１
周しました。暇を見つけて歩くようにした。

・遠方のクラフトビールを飲みにウォーキングで行けること
がわかった。
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カラダ引き締め講座
●対象者 糸島市に住民票を有する40～65歳

●定員 30名

●期間 約１か月（１０月～１１月）

●募集方法

(1)令和４年度糸島市国保特定健診受診者のうち一定の条件を満たした

約300人にダイレクトメールを送付。（申込３人→参加１人）

(2) ９月号広報、情報メール、市ホームページにて一般募集

参加者の性別 （参加者24人）

単位：人

男, 2, 

8%

女, 22, 

92%

年齢

4

13

7

0

5

10

15

４０歳代 50歳代 60歳代

単位：人
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カラダ引き締め講座
●講座内容

①講座初回と最終回に、体重・腹囲測定を実施。

②運動や食事の講話を実施。

③カラダ引き締め個別プランの作成。

④保健師・管理栄養士による個別相談を実施。

⑤グループワークによる個人・グループの目標設定、取り組み

の確認。

⑥LINEのオープンチャット機能を活用し、講師からの動画配

信や各自の取り組み内容をチャット内で共有。

●LINEオープンチャット

講座前後の変化

・体重 平均 ー1.95ｋｇ
・腹囲 平均 －1.02ｃｍ

講座終了時に、講座前と比べて体重が１kg以上また
は腹囲が１ｃｍ以上減少した人は15名でした。


